
 

（第２号様式）  
令和４年３月 31 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立相模原総合高等学校長  

令和３年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 10日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の学習

意欲を高め、

個に応じた進

路実現を図る

ため、組織的

な授業改善や

「課題研究」

等の充実に取

り組む。 

 

 

 

②Ⅱ期「プロ

グラミング教

育」の研究推

進校として、

研究と実践を

深める。 

①「主体的・対

話的で深い学

び」の実現に向

けた組織的な授

業改善と探究的

学習等の活動を

推進する。 

 

 

 

 

 

②「プログラミ

ング教育」の研

究や実践を授業

改善に活用し、

「総合的な探究

の時間」等を含

む全教科への取

り組みとして推

進する。 

 

①100 分授業を充
実させるため、
調べ学習や発表
の機会を多く設
けることにより
生徒が能動的に
参加できる授業
手法を研究し、
授業改善に努め
る。オンライン
での指導を推進
させ、ICT の効果
的な活用方を研
究し、情報共有
を行う。 
 
②プログラミン
グ教育の５つの
視点を意識した
授業改善の取組
を全ての科目で
行う。公開研究
授業を積極的に
行う。 
 

①生徒が主体的
に授業に取り組
むことができた
か。「総合的な
探 究 の 時 間 」
「課題研究」に
より、充実感や
自己肯定感が高
まったか。ICT の
効果的な活用に
より、生徒の理
解 が 深 ま っ た
か。工夫した授
業展開であった
か。 
 
 
②生徒が教科指
導を通して、プ
ログラミング教
育の５つの視点
を意識し、教科
の理解や探究的
活動等に、その
視点を広げるこ
とができたか。 

①全教科で Classroom
等を活用したオンラ
イン授業と対面授業
を併用した。100 分授
業の中で、調べ学習
や発表の機会を多く
設けることで「主体
的・対話的で深い学
び」が実現できた。
オンライン授業掲示
板を活用し、授業の
手法や工夫を職員で
共有し、授業改善に
成果があった。ま
た、「課題研究発表
会」を体育館で実施
し、充実感や自己肯
定感が高まった。 
②プログラミング教
育の５つの視点を意
識し、各教科で研究
授業に取り組んだ。
互見週間を設置し、2
つ以上の授業を見学
し、改善に成果が見
られた。 

①Classroom 等を活
用したオンライン授
業には、継続した授
業研究が必要であ
る。周辺機器の整備
や、職員間の情報共
有と意見交換を活発
にすることで推進し
ていきたい。また、
「主体的・対話的で
深い学び」の一層の
充実のため、少ない
職員で「課題研究」
に取り組むための工
夫や改善が必要であ
る。 
 
②プログラミング教
育の指定事業が継続
となり、３年間の成
果を他校に発信しな
がら、スムーズに新
校に引継ぐ準備が必
要である。 

・コロナ禍において、全
教科でClassroom等を活用
したオンライン授業と対
面授業を併用し、生徒の
学習の質を確保してい
た。この取組みは評価が
できる。 
・課題研究をはじめ、調
べ学習や発表の機会を多
く設ける取り組みは素晴
らしいと思う。先生方の
ご指導の成果だと感じ
た。 
・オンライン授業が必須
の現状で、オンライン授
業や対面授業の手法を工
夫し、職員間で課題を共
有している。全教科での
授業改善も評価できる。 
・コロナ禍におけるプロ
グラミング教育について
心配していたが、すべて
の教科においてプログラ
ミング教育の考え方が根
付いているようである。
３年間の成果が、よく現
れている。 

①【成果】ICT を活用した授業
力向上の意識が高まり、多くの
オンライン授業が実践された。
対面授業とオンライン授業をハ
イブリッドで活用することで、
各職員が 100 分授業をさらに効
果的に運用し、授業改善につな
げた。 
【課題】職員間の情報共有と意
見交換、研修会等を活発にする
ことでより一層の取組みが必要
である。 
②【成果】今年度もプログラミ
ング教育の５つの視点を意識し
た研究授業を全ての教科で実施
し、３年間の研究指定で定着さ
せることができた。 
・国立教育政策研究所教育課程
研究指定校、県プログラミング
教育研究推進校としての研究成
果、授業実践の実績を「研究紀
要」にまとめ、配布した。 

  【課題】これまでの研究と実践
を振り返り、新校への継承、さ
らに発展させるための取組みを
検討する。 

 

①対面授業とオンライン授業
のバランスと ICT の利活用に
ついては、より効果的に生徒
の理解が深化するよう更なる
改善を追求する。授業を互見
することで、授業改善を進
め、生徒が能動的に学習に取
り組める授業手法を共有し、
学校全体の授業力の向上に努
める。職員が減少するが、
「課題研究発表会」を活用す
ることで生徒に達成感、充実
感を持たせるため、指導方
法、実施方法を工夫改善す
る。 
 
②プログラミング教育の新た
な目標を設定し、引き続き全
ての教科で授業研究を行う。
その成果と課題を、新校にお
ける「高い情報活用能力」の
育成に継続できるよう準備す
る。専門教科情報科の学校設
定科目においては、教材や指
導・評価方法について引き続
き研究を進める。 

２ 
生徒指導 
・支援 

①部活動の活

性 化 を 通 し

て、責任感や

連帯感の涵養

を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

②生徒一人ひ

とりに対する

きめ細やかな

支援と規律正

しい学校生活

への指導の充

実を図る。 

①様々な学校行

事と部活動への

積極的な取り組

みを充実させ、

学校全体の活力

とする。2 つの

年次の連帯感を

深める。 

 

 

 

 

②生徒情報を共

有し、生徒理解

を深めること

で、個に応じた

適切な支援を行

う。また、規範

意識の向上に努

める。 

 

 

①「部活動行こ
う週間Ⅱ」を実
施し、最終学年
となる 20 年次の
部活動への参加
と入部を促す。 
学校行事では、
企画から実施ま
で年次間の連携
強化を図り、取
り組む。 
 
 
 
②各種会議にて
生徒情報を共有
し、SC を利用し
ながらでコア会
議を定期的に開
く。相談窓口を
広げ周知する。 

①部活動を通し
て、学校生活や
日常の生活に改
善が見られ充実
感や達成感が感
じられたか。 
学校行事終了ご
とに、アンケー
ト等を実施し、
結果に充実感や
満足感が得られ
たか。 
 
 
②家庭や外部機
関との連絡を密
にし、組織的に
支 援 が で き た
か。 
生徒がより相談
しやすい環境を
整えられたか。 

①学校行事を通し
て、生徒同士が年次
を超えて協力・連携
する場面が多くみら
れ、アンケートから
も充実感が得られた
結果となった。最後
まで部活動を続ける
生徒が多く、部活動
見学会等を実施した
ことで、新たに加入
する生徒も見られ
た。 
②年次の教育相談コ
ーディネーターを中
心に、管理職、SC,教
職員が連携を図り、
ケース会議やコア会
議を通して迅速な情
報共有を図った。SC
の利用者が増加し、
外部の相談機関を周
知するなど相談しや
すい環境を整えるこ
とができた。 

①最終年度となり、
1 学年での学校生活
となる。職員も減少
し、学校行事や部活
動等の実施方法と形
態、工夫や改善も必
要である。充実感や
満足感が得られるよ
う、最後まで活気あ
る教育活動を維持す
ることが最大の課題
である。 
②生徒相談の多くの
事例では、家庭環境
に大きく影響してい
る。外部機関との連
携を強化し、保護者
や家庭への支援につ
いても取り組みた
い。教職員間の情報
共有を密にし、チー
ムで個々の生徒に応
じた丁寧な指導をよ
り一層推進したい。 

①部活動の生徒引退とと
もに学校全体の活気低下
が心配されるが、生徒が
最後まで母校を誇りに思
えるような学校づくりに
努めてほしい。 
 
②家庭環境等の問題であ
れば、必要に応じて地域
連携として協力すること
ができる。今後は、地域
の民生委員なども積極的
に生徒支援に活用をして
欲しい。 
・コロナ禍における教育
活動や新型コロナウイル
ス感染症対策をＨＰで拝
見し、感染症対策等をし
っかり行っている様子が
確認できた。自分の学校
での取組みに、大変参考
になった。活用させてい
ただきたい。 

①【成果】運営の工夫や年次間
の連携協力により、生徒が満足
感を実感できる学校行事の実施
ができた。部活動では、少人数
ながら練習方法等を工夫し、
様々な大会に参加することで最
後まで継続することができた。 
【課題】行事や部活動を最後ま
で実施し、少ない人数でも生徒
の満足感を引き出すための工夫
を検討する。 
②【成果】生徒情報の共有を密
にするために各年次会、企画会
議、職員会議を上手く活用でき
た。また、必要に応じてケース
会議を開くことができた。SC や
外部関係機関と連携を図ること
により、課題解決に繋がった。 
【課題】情報共有により教職員
の生徒に対する理解は高まった
が、より複雑な課題を解決して
いくために保護者や外部関係機
関、地域との連携体制を整備す
る必要がある。 
 

①地域、卒業生や保護者等の
力を活用し、様々な行事を活
性化する。生徒の意見をアン
ケート等で傾聴し、協働する
ことで、一つ一つの行事を思
い出に残る有意義な活動とし
て企画、実施する。部活動で
頑張る生徒を、年次と学校全
体で応援し、引退後は進路実
現に向けてすぐに切り替えが
できるような支援体制を構築
する。 
 
 
②教育相談コーディネーター
を中心に、担任や育成グルー
プ、養護教諭などの教職員間
の連携はもとより、SC や外部
関係機関との連携の強化が必
要と考える。情報共有を密に
するため、その機会を増や
し、一人ひとりに寄り添った
教育相談体制をより一層強固
なものとする。 



 

 視点 
４年間の目標

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 10日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指導 
・支援 

①進路希望の

実 現 に 向 け

て、生徒が主

体的に目標を

設定し、計画

的に実行でき

る指導・支援

の 確 立 を 図

る。 

①生徒が主体的

に進路選択でき

るように、校外

での体験、外部

テストの活用や

三者面談の充実

を図る。また、

生徒の進路選択

に有益な、正確

で丁寧な情報提

供を行う。 

①年次進行に合
わせて、計画的
で効果的なガイ
ダンスを実施す
る。三者面談を
活用し、個々の
進路に応じた、
きめ細かい進路
指導を行う。進
路室の充実を図
る。 
 
 

① 多 く の 生 徒
が、希望の進路
を 実 現 で き た
か。卒業時に、
進路未定の生徒
が減少したか。 
三者面談の活用
の機会が増え、
効 果 が あ っ た
か。 
 

①対面とオンライン
を併用し工夫するこ
とで、面談の設定や
進路指導に関わる行
事を予定通り実施し
た。生徒一人ひとり
に丁寧な指導を行
い、大学進学を希望
している生徒の 90％
以上が目標を達成し
た。進路未定者は昨
年と同様、数人であ
った。 

 

①職員数の減少で、
これまで実施してき
た進路指導の行事を
含め、業務の効率化
をどのように進める
かが課題である。
個々の進路希望に応
じた指導を実施し、
面談等をより充実さ
せ、進路実現に尽力
したい。 

・進路指導において教職
に興味を持つ生徒が増加
することを期待する。学
校間の連携を促進し、生
徒が児童とかかわる機会
が増え、教職を志す生徒
が増えればと思う。その
ような視点でもキャリア
教育に力を入れて欲し
い。 
・課題研究の担当教員が
生徒一人ひとりの進路指
導を行う取り組みは素晴
らしく、手厚い支援体制
だと感じた。 
 

①【成果】四年制大学進学希望
者の実現率が昨年度の 84.5%か
ら 100%に向上した。多くの生徒
が進路の希望を実現した。 
 
【課題】 
教員数が減少する中で、きめ細
かい進路指導をどのように確保
していくか。 
公務員希望者の合格率をどのよ
うに向上させるか。（受験者７
名に対して合格者１名） 

①個々の生徒が、進路決定に
向けて主体的に行動できるよ
う、早く正確な情報提供を行
う。また、担任のほか、「課
題研究」の担当者も積極的に
進路支援を行う。 
公務員志望者には、対策講座
を充実させる。特に、面接指
導に重点を置き、「職業一
般」の授業時では、試験対策
のほか、面接の実践練習の機
会を増やす。 

４ 
地域等 
との協働 

①地域との交

流や協働を深

め、地域に信

頼され開かれ

た学校づくり

を推進する。 

①外部（近隣小

中学校・企業・

大学・専門学校

等）との連携や

協働を強化し、

地域の教育力を

積極的に取り入

れる。 

 

①継続して行わ
れている様々な
外部連携や協働
に、生徒がより
積極的に参加で
き る よ う 工 夫
し、新たな取り
組み方法につい
ても検討する。
完校に向けて、
地域との連携を
図る。 

①地域に貢献す
ることで、本校
の教育活動が理
解され、信頼感
が高まったか。
地域と協働しな
がら、完校への
準備が整えられ
たか。 
 

①コロナ禍の状況で
あったが、大学との
連携授業は継続して
実施した。また、規
模を縮小しながら
も、工夫を加え、地
域や企業とも協働し
た。学習活動の成果
は、TV や地域紙、企
業の社報等に発信
し、活性化に努め
た。 

①最終年度も、大学
との連携授業や地域
の保育園、小学校等
との連携を継続させ
る。また、内容や方
法を整理し、新校に
どのように引継ぐか
が課題である。学校
運営協議会を積極的
に活用したい。 

・コロナ禍以前より、連
携事業について大変感謝
している。地域におい
て、本校の児童を見守っ
ていただき安心して通学
させられる。諸事の対応
にも感謝している。 
・以前から継続している
連携を引き続き継続して
もらいたい。授業におけ
る連携は大切にしていき
たい。 
 

①【成果】コロナ禍で地域や上
級学校との連携活動が制限され
たが、インターンシップの実施
や校外講座に参加するなど生徒
が積極的に校外と関わる機会を
充実させた。また、広報活動、
学習活動の成果を伝えるため、
マスコミや地域情報誌を積極的
に活用した。 
【課題】連携活動の質・機会を
これまでのように維持、継続す
るための工夫。 

①コロナ禍においても、連携
による学習活動の充実と確保
を最優先に考え、新校に向け
て維持、継続する。引き続き
学習成果の広報活動を積極的
に行い、最後まで本校の魅力
を伝え続けることで、モチベ
ーションの維持向上に努め
る。 

５ 
学校管理 
学校運営 

① 生 徒 の 安

全・安心な学

校生活を維持

するため、す

べての職員が

変化に迅速に

対応し、積極

的に課題に取

り組む学校組

織 を 構 築 す

る。 

 

②再編・統合

を計画的に推

進する。 

①風通しの良い

職場環境を心掛

け、事故不祥事

防止に努める。

また、学校運営

協議会を活用す

ることで、組織

的な課題解決力

の向上を図る。 

 

 

 

②２年後の再

編・統合に向け

た業務を計画的

に遂行する。 

①連携と協働を
意識し、相談し
やすい職場環境
を構築する。教
職員一人ひとり
が、自身の問題
として考えられ
るよう工夫し、
事故防止に努め
る。学校運営協
議会を積極的に
活用する。コロ
ナ感染症防止対
策に努める。 
 
②再編・統合に
向けた課題を整
理し、組織的、
計画的に遂行す
る。 
完校に向けた事
業計画を推進す
る。 
 

① 全 て の 職 員
が、組織的に効
率よく業務を推
進することがで
きたか。事故不
祥事防止が徹底
できたか。学校
運営協議会を活
用できたか。コ
ロナ感染症防止
対策を徹底する
こ と が で き た
か。 
 
 
 
②再編・統合に
向けた業務が実
行できたか。準
備委員会等を組
織し、事業計画
が 立 案 で き た
か。 
 

①教職員一人ひとり
が業務の効率化と協
働に取り組み、スム
ーズな学校運営に成
果を挙げた。グルー
プワークやDVDを活用
し研修を充実させ、
職員の意識を高める
ことで、事故不祥事
防止を徹底した。昇
降口に非接触型体温
測定器を設置し、昼
食時には必ず放送で
注意喚起するなど、
コロナ感染症防止対
策を徹底した。 
 
②再編・統合に向け
た業務を遂行した。
もう少し、組織的に
取り組む必要があっ
た。 

①活気ある教育活動
を継続するために
は、職員のモチベー
ションの維持が重要
である。特定の職員
に業務が集中しない
ように協働し、多忙
感が少しでも減少す
るように、より一層
チームワークの向上
が課題である。適材
適所の業務分担を推
進する。職員相互の
声掛けで、事故不祥
事防止を徹底する。 
 
②再編・統合の計画
を早期に見直し、そ
の業務を確実に遂行
する。全職員で取り
組む。 

・不祥事防止に努め、会
議や研修等に熱心に取り
組んでいる様子が確認で
きる。事故のない現状か
らも、評価できる。 
・再編・統合に向けて、
どのような取り組みをし
ていくのか、行事などを
計画しているのか様々な
方法で周知してほしい。 
・再編・統合にあたり、
相模原総合高校の良さ
を、進行に継承するべき
である。 

①【成果】不祥事ゼロを目指
し、ゼロプログラムの取組課題
を抽出し、目標別にリスクや達
成状況を再検討した。特に、教
職員一人ひとりに、事故不祥事
発生の危険や自覚を促し、業務
体制を絶えず改善した。 
【課題】少ない教職員での新た
な協力体制を構築する。いつで
も話し合える「風通しの良い職
場づくりに」により一層取り組
む。 
 
②【成果】再編・統合に伴い職
員数が減少したが、活気ある職
場づくりを常に意識し、活動で
きた。 
【課題】職員のモチベーション
の維持や特定の職員に業務が集
中しないように協働し、多忙感
や孤独感をなくすようチームワ
ークを向上させる取り組みを構
築する。 

 

①年次会やグループ会議、企
画会議等の様々な機会に、気
になることを情報交換し、
個々の職員が不祥事防止に向
けて高い意識を持つように努
める。不祥事防止研修を充実
させる。 
 
②再編・統合の最終年度に向
けた課題を再整理し、組織
的、計画的に遂行する。 
完校に向けた事業計画を推進
するため、全職員で取り組む
必要がある。 
最後までチームワークを大切
にする。 

 


